
第１学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
草津市立高穂中学校 

教諭 辻本 貴大 
 
１、単元名    『たかほ学 ～ふるさと学習～』 
 
２、単元の目標 
〇大阪・関西万博への校外学習などを通して「SDGｓ」についての基礎的・基本的な知識を身に着けるととも 

に、地元である「草津市」ではどのような状況にあるのか、正確な情報を収集し整理・発信できる。 
                                          (知識及び技能) 
〇「SDGs」についての世界や草津市の現状や対策について知ったうえで、持続可能で実現可能な対策について 

多面的・多角的に考え、実行できる。                  (思考力・判断力・表現力等) 
〇「SDGs」についての知識を深める中で、社会や地域の中での課題を解決するために“自分には何ができるか” 

という視点で考え、自覚と責任を持った行動をしようとする態度を育む。 (主体的に学習に取り組む態度) 
 
３、単元について 
（１）教材観 
   本単元では、第１学年の総合的な学習の時間の探求学習として行っている『たかほ学～ふるさと学習 

～』の一環として今年開催される「大阪・関西万博」への校外学習の内容も関連させながら「SDGs」に 
ついて学習する。 
 「大阪・関西万博」への校外学習では、世界や日本にはどのような地域があるのか、また国連が掲げた 
「SDGs」の達成に向けてどのような取り組みをしているのかということを各パビリオンへの見学などを 
通して、体験的に学習をすることができる。また、国内外から多くの人が集まるイベントに参加すること 
で自分自身と社会との連帯感を感じることができることに大きな意義があると考える。 
 校外学習で得た経験や知識をもとに、「SDGs」や地元での取り組みについて探求学習を進めていくこと 
で、より身近で喫緊の課題としてとらえることができると考える。 
 また、世界全体が達成しようとする目標について学ぶことで、地域社会で取り組まれていることや地域 
社会の中での自身の役割を自覚し、より具体的な行動につなげていきたい。 

 
（２）生徒観 
   本校の１年生は各小学校において地域教材を用いた「総合的な学習の時間」の内容を学習してきてお 

り、それぞれの学区の身近なことについては深い知識を持っている生徒が多い。また、何事にも意欲的に 
取り組む姿勢が見られ、他者と協働しながら課題に取り組もうとする姿も多くみられる。 

   ４月に「総合的な学習の時間」の『たかほ学』の導入として、【2100 年の社会はどうなっている？】と問 
いかけたところ「空飛ぶ車が飛び交っている」や「ゲームの世界に入れる」などの子どもらしい無邪気な答 
えも多かった一方で「AI 化が進み、全国各地にいろいろな設備が行き渡る」や「日本の人口がさらに減っ 
てしまって子どもがもっと少なくなる」、「税金が今よりももっと高くなる」など、今の社会の現状をシビ 
アに捉えている生徒も多くいることが分かった。 
 また、本校は３小学校から進学してくるため、１年生ではまだまだ人間関係が出来上がっていない状況 
が多くみられる。そのような状況の中で「SDGs」という共通の目標について考え、自ら行動しようという 
姿勢を育む本単元での学習は、日々の教育活動にも大きな影響をもたらすと期待している。 



（３）指導観 
   「SDGs」について、それぞれの目標についての概要は理解していても、実際に世界ではどのような現状 
  があるのか、日本や草津市ではどのような対策が取られているのかなど、詳細については生徒も教員自身 
  もまだまだ知らないことが多いと考える。だからこそ、「教員も生徒と共に学ぶ姿勢」を大切にしながら 
  指導にあたっていきたい。 
   また、生徒が調べ学習を行う際にはあらかじめ参照できるようなウェブサイトや参考になるような書物 
  を見定めておく必要がある。そうすることで「SDGs」という広義で一般的な内容を学ぶことから、より具 

体的な自分自身の目標を設定することにつなげたい。 
   次に、草津市内の「SDGs」についての取り組みを調べていく中で、市役所関係各課や草津市内の関係施 
  設など、より専門的な知識を持っておられる方をゲストティーチャーとして招き、草津市の現状やこれから 
  の展望について具体的なビジョンを持たせる一助とする。 
   これらの活動を通して、地域社会の中での自身の位置づけを意識させ、「未来の社会、草津市をよくする 

ために自分たちにできることは何か」ということを、仲間とともに共通の課題として考える活動を通して 
  将来に渡って安心して暮らせる地元・草津をつくっていこうという「市民性」を育みたい。 
 
（４）ESD との関連 
・本学習で働かせる ESD の視点（見方・考え方） 
  相互性…現在の世界や日本の社会で起きていることは、草津市で暮らす私たちにとっても無関係ではな 

く、現状を打開するための手立てを講じなければ、将来に渡って安心・安全に暮らすことができ 
ない可能性があるということ。 

  有限性…今私たちが使っている資源の活用量や、現在の社会の状況が 10 年後、30 年後も恒久的に続くとい 
      うことはなく、特に資源・エネルギーなどはこのままでは枯渇してしまう危険性があるというこ 

と。 
  責任性…私たち自身が地域社会を形作っている一員であり、その地域で永続的に安心・安全な暮らしをし 

ていくためには、今の社会に生きる私たち自身が自分たちの地域社会をよりよくするための具体 
的な行動をしなければいけないということ。 

 
・本学習を通して育てたい ESD の資質・能力 
  クリティカル・シンキング 
   世の中や自分自身の中にある『当たり前』を問い直し、地域社会の現状を“正しく”捉えて、“正しい方法”

での新たな解決策を見出していく力。 
 
  長期的思考力 

   「SDGs」に関わる世界の現状や、諸課題に対して滋賀県、あるいは草津市がどのような取り組みを行っ
ていてどれだけ効果が出ているのかということについて、実際のデータに基づいて分析する。また、分
析した結果をもとにこれから先の社会がどうなっていくのか、どうなっていくべきなのかを考える力。 

 
  コミュニケーション力 
   「SDGs」に関する様々な調査を行う際に、グループ内で他者と協働して課題に取り組む中で、役割分担

をしたり、多岐にわたる意見を尊重しながら一つの結論にまとめていく方向性を見出したりする力。 
 
 



  協働的問題解決能力 
   世界や日本全体、地域社会が直面する簡単に答えがでないような難題に対して、グループのメンバーと 

試行錯誤しながら粘り強く最後まで取り組むことで、これからの自分の行動を選択し行動化していく力。 
 
・本学習で変容を促す ESD の価値観 
  世代間の公正 
   将来世代の生存可能性や幸福性を失わないようにするためには、現代社会を生きる私たちの日々の行動 
   が大きなカギを握っていることを自覚する 
 
  世代内の公正 

   現役世代の中でも、自分たちだけでなく高齢者や幼い子どもなど、不特定多数の人々が安心・安全な社 
会を創っていかなければいけないという意識の醸成。 

 
  幸福感に敏感になる、幸福感を重視する 
   自分たちの世代だけが幸せであることが、人類の恒久的な幸せにはつながらないこと。 
   また、世界の現状などを知ることで、今自分自身が置かれている状況がいかに幸せであるか、恵まれた 

環境のもとで日々生活できていることに感謝し、この環境を未来につなげていくことが大切である。 
 
・達成が期待される SDGs 
   ２ 飢餓をゼロに  ／  ４ 質の高い教育をみんなに  ／  ６ 安全な水とトイレを世界中に 
   ７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに  ／  ８ 働きがいも経済成長も 
   ９ 産業と技術革新の基盤をつくろう  ／  １１ 住み続けられるまちづくりを 
  １２ つくる責任つかう責任  ／  １３ 気候変動に具体的な対策を 
  １４ 海の豊かさを守ろう   ／  １５ 陸の豊かさも守ろう 
 
４、単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考力・判断力・表現力 ウ 主体的に学習に取り組む態度 
①「SDGs」についての基礎的・
基本的な知識を身につけている。 
②「SDGs」について、世界や日
本全体、そして地元である「草津
市」ではどのような状況にあるの
か、正確な情報を収集し整理して
いる。 

①「SDGs」についての世界や草
津市の現状や対策について知った
うえで、持続可能で実現可能な対
策について多面的・多角的に考
え、実行している。 
②「SDGs」について、データに
基づいて正確に事実を捉え、その
ことを外部に発信している。 

①「SDGs」についての知識を深
める中で、社会や地域の中での課
題を解決するために“自分には何が
できるか”という視点で考え、自覚
と責任を持った行動をしようとし
ている。 
②単元の振り返りを通して、学習
前よりも問題意識と探求心を持っ
てこれからの生活に学習を生かそ
うとしている。  

 
 
 
 
 



５、単元の指導計画（全３０時間） 

学習活動 〇学習への支援 
〇評価 
・備考 

１ たかほ学オリエンテーション 
３年間の総合的な学習～たかほ学～の学びにつ
いて知る。 
①「２１００年の社会はどうなっている？」 

②「“カッコ良い大人”ってどんな人？」 
③「３年後、こんな自分になっていたい！」 

〇生徒が自由に考えられるように、クラス
の実情に合わせて班や個人での共有を工夫
する。 

ウ① 
（主体的） 

２ 大阪・関西万博オリエンテーション 
校外学習に向けての見通しを持つとともにたかほ

学のテーマとなる「持続可能な社会の担い手」と

しての意識と自覚を持つ足掛かりとする。 

①「これからどんな社会になってほしい？」 
②「大阪・関西万博でどんなものを見たい？」 

〇校外学習に向けて前向きな印象を抱かせ
るように紹介する。 
 
〇将来に希望を持てるようなポジティブな
意見がたくさんでてくるように声掛けをす
る。 

ア② 
（知・技） 

３～８ 大阪・関西万博 校外学習 
校外学習において、クラスごとにパビリオンを
見学し、世界の現状を知る。 
また、５年に一度開催される万博を見学するこ
とで自分自身の知見を広げる。 

〇クラスごとのパビリオンの見学がスムー
ズに進むように支援する。 
 

ア② 
（知・技） 

９ 大阪・関西万博 事後学習 
校外学習を振り返って、たかほ学のテーマとな
る「持続可能な社会の担い手」としての意識を
高めるために、『SDGｓ』との関連性を探る。 
①「今回見学したパビリオン、万博会場で見た
物が『SDGｓ』とどう関係している？」 
・ 『SDGｓ』の１７の目標との関連性が高いも
のベスト３を選ぶ。 

〇SDGｓに関する知識が不十分なところは
補足説明を行う。 
また、校外学習の写真なども見せてイメー
ジを膨らませながら指導する。 

ア① 
（知・技） 

１０ 立命館大学「SDGｓ」パネルディスカッ 
ション、キャンパス体験 事前学習 

山中教授のビデオを視聴し、体験希望のアンケ
ートを行う。 

〇山中教授のビデオを放映し、質問等があ
れば補足説明をする。 

ア① 
（知・技） 

１１～１４ 立命館大学「SDGｓ」パネルディ 
スカッション、キャンパス体験 

立命館大学において、「SDGs」についてのパネ
ルディスカッション・キャンパス体験を行う。 

〇パネルディスカッションが円滑に進むよ
うに支援をする。 
 
〇キャンパス体験においても、活動がうま
く進むように手助けをする。 

イ① 
（思判表） 

１５・１６  クラス別『SDGs』調べ 
１学期の校外学習の振り返りより、自分たちが
見学したパビリオンと関係が深い『SDGs』の
目標のうちの１つについて調べる。 
※クラスごとの分担は別紙参照 

調べる内容の例： 
〇それぞれの目標に関する具体的な内容 
〇それぞれの目標に関わる世界の現状 
〇それぞれの目標に関して、実際に行われ 

ている対策・実践例      など 

ア② 
（知・技） 
イ② 
（思判表） 



１７・１８ 『草津市 SDGs』調べ 
前次で調べた目標の内容に関して、草津市の実
態や、目標達成のためにどのような取り組みが
なされているのかを調べる。 

〇事前に参照できそうなウェブサイトを調
べておくなど、調査が円滑に進むように支
援する。 
〇まとめ方は PC でまとめるか、画用紙など
にまとめるかはクラスの実態に合わせて選
択する。 

ア② 
（知・技） 
イ② 
（思判表） 
ウ① 
（主体的） 

１９～２１ 『草津市 SDGs』セミナー 
これまでに調べた目標の内容に加えて、市内各
専門機関等より専門家を招き、専門知識や草津
市の実態について学ぶ。 

〇事前にゲストティーチャーへの質問項目
をまとめておくなどする。 

ア② 
（知・技） 
イ① 
（思判表） 

２２～２６『草津市 SDGs』フィールドワーク 
これまでの学習内容を踏まえて、関係の深い市
内の各施設などを訪問し実地調査を行う。 

〇関係各課との事前の連携を密にして、当
日の実地調査が円滑に進むように支援す
る。 

ア② 
（知・技） 
イ① 
（思判表） 

２７～３０ 『たかほ万博』開催 
これまでの学習内容をまとめ、１年間の集大成
としての発表の機会として『たかほ万博』を開
催する。 

〇クラス内でのまとめ、発表がスムーズに
できるように必要な支援を行う。 
 
〇当日の発表会は体育館でクラスごとにブ
ースを作成し、 

イ② 
（思判表） 
ウ①・② 
（主体的） 

 
※ 今年度は「大阪・関西万博」が開催されたため、このようなテーマで学習を展開した。 

来年度以降は同じ内容で取り組むことは不可能であるが、 
 
① 学年でのテーマを決める。 
② テーマについて生徒たち自身が調査をする。 
③ テーマについて専門家からのレクチャーを受ける。 
④ 実地調査・フィールドワークを行う。 
⑤ 調べたこと・学んだこと・感じたことをまとめ、成果と課題を学年全体で共有するための発表会 
  を行う。 

 
  という流れで、ふるさとである“草津市”について詳しく知る。という「たかほ学～ふるさと学習～」の 
  主題を大切にしながら活動を行っていきたい。 
 
 
 
 



※別紙 参考資料 


